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第 17 回 議会改革特別委員会 

 

開 催 日  平成 24年４月 26日（木曜日） 

出席委員  委員長：鈴木和彦 副委員長：望月厚司 

       委 員：松谷 清 鈴木節子 早川清文 繁田和三 山根田鶴子 尾﨑剛司 

           遠藤広樹 三浦雅司 遠藤裕孝 佐野慶子 白鳥 実 石上顕太郎 

                   近藤光男  栗田知明 片平博文 沢入育男 

その他の出席者  議長：剣持邦昭 副議長：井上恒彌 

 

議題 

○ 前回の確認等 

〈協 議〉 

１ 議会基本条例素案及び前文について             資料１・資料２ 

２ 次回の開催日  

（１）第 18回の委員会 

日 時 平成 24年５月 10 日（木）午前 10時～ 

会 場 第２委員会室 

（参考） 

今後の日程について 

第 19 回 平成 24 年５月 24日（木）午前 10時～ 

第 20 回 平成 24 年 6 月 20日（水）議会運営委員会終了後～ 

  

 

協議内容 

１ 議会基本条例素案及び前文について 

§議会基本条例素案 

 資料１静岡市議会基本条例素案のとおり決定 

 

§議会基本条例前文 

○自民党 最下段の「及び市の発展に寄与」の「市」を本市にしてはどうか 

○新政会 下段の「大規模地震等の災害対応」は、災害対策及び対応の方がわかりやすい 

○共産党 政治倫理の文言を前文に盛り込みたい。下段の「住民に選ばれた代表者として、」

の後に、常に高い政治倫理のもとと挿入してはどうか。 

○虹と緑 基本条例素案、前文とも態度は保留する。大方の合意には、少数であるが異論

が存在する。一問一答や委員会での時間制限は議会運営委員会に委ねられたが、結論

は出ていない。政治倫理の問題もあり保留したい 

前回の確認 
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前文は、熟議の民主主義の時代、東日本大震災、福島原発事故というようなものを、

どのように反映させるのか不明確なので保留する 

○市民自治福祉クラブ 時代性を反映した基本条例と静岡市らしさが必要。基本条例の運

用について、議会運営委員会に委ねたが、当委員会の議論を引き継いだ議論を求める。

政治倫理の件は、市議会や議員の活動原則的な表現として盛り込むことを、正副委員

長にお任せするので検討してほしい 

○委員長 字句修正は正副委員長で行う。自民党の提案は特に反対の意見はないと理解す

る。政治倫理の問題もお任せいただきたい 

 


